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日本行動計量学会事務局
〒106-8569
東京都港区南麻布4-6-7
統計数理研究所 馬場研究室内
Tel 03-5421-8739（直通）
Fax 03-5421-8796

実務における行動計量

横田 賀英子
言うまでもなく、私のような若輩者が巻頭言を

述べさせていただくのは、大変恐縮なのだが、本日
は、日頃感じていることなどを述べさせて頂きたい
と思う。失礼な箇所などあるかと思うが、若輩者の
言葉としてご容赦いただければと思う。
個人的な話になるが、私は、警察の研究機関にお

いて、心理学の研究員として勤務している。当学会
には、そういった実務もしくは現実場面に即した研
究をされている先生方が少なくないと理解している
のだが、本日は敢えて、我々の日々の業務をかいつ
まんでご紹介することにより、我々が「行動計量」の
たびに直面している問題について記したいと思う。
他の領域でも同様かと推察するのだが、犯罪心

理学（もしくは、捜査心理学）という領域において
は、「現実を知る」ことが第一歩である。たとえば、
誘拐事件について分析しようとするとき、年間の発
生件数から始まり、事件特徴や犯人特徴について記
述的に分析することになる。しかしながら、これが
なかなか難しい。たとえば、警察の統計資料は、警
察庁が認知している全数をカバーしているという点
において最も正確かもしれない。しかしながら、こ
れだけでは情報量が限定される。したがって、各事
件の供述調書その他の捜査資料を検討し、データ
セットを作成するのだが、行動科学のための調査票
が予め用意されているわけではないので、我々の欲
しい情報が常に得られるとは限らない。たとえば、
被害者と犯人の言っていることが異なるとき、どち
らを信じればいいのだろうか。データの欠陥を補完
するために、事件担当の捜査員に聞き取り調査を実
施したりするのであるが、項目によっては、真に何
が起こったのかは、分からないことも少なくない。
いずれにせよ、完璧ではないながらも精一杯の

ところでデータを作成し、記述的に分析した後は、
犯人の行動を因子分析なり、数量化法なり、多次元
尺度法なりで分析して、データの裏にある潜在的な
構造を検討する。また、現状についての分析の後に
は、「予測・推測する」ことが求められる。たとえば、
これまでの発生パターンを念頭に、犯罪抑止的観点

からは、次に発生しそうな場所やターゲットを推測
し、新たな犯罪の発生を防ぐことを目指す。また、捜
査支援的な観点からは、同一エリアで発生した複数
事件は同一犯人によるものなのか、新たに発生した
事件の犯人属性はどのようであるか、推測すること
になる。
ここまで述べるのに長くなったが、私は、統計学

において「ユーザー」である我々が、ある程度、統
計学を学ばねばならない最大の理由は、新規な統計
手法を学ぶことに加え、最終的ユーザーである人々
に結果を提示するにあたり、必要最低限の責任を持
つためであると考えている。「統計的に、○×の結果
が得られた」といったときに、統計が何を示してい
るのか興味を持たれることなく、結果のみが流布す
ることは危険なことかもしれない。しかしながら、
受け手の大半が結果にしか興味を持たないことは事
実であるし、原論文を参照することなく、結果のみ
が要約して伝えられていくことは、警察現場は極端
な例であるとしても、各専門領域において、至極当
然の現実かと思われる。
当学会は、私にとって、様々なデータ解析手法に

触れることの出来る貴重な場である。特に、各種セ
ミナーやチュートリアルにおける、講師の先生方の
丁寧な説明は本当に有難い。
今後に向けての希望をあえて述べさせて頂くと、

これまで会報等で何人かの先生が言及されているこ
とではあるが、行動計量学会がデータ解析手法を議
論したり、（ユーザーにとっては）学んだりする場に
とどまらず、専門領域を超えて、今以上に、幅広く、
データ収集や調査方法などについても学べる場、も
しくは、議論しやすい場になると有難いと思う。昨
年参加させて頂いた大会においても、調査票の設計
やデータ収集に関する議論に触れることが出来、非
常に勉強になった。若手としては、他領域ながらも、
現実問題に直接対峙している研究に数多く触れるこ
とで、自らもより深みのある研究をしていくことが
出来たらと思う。

（よこた かえこ、警察庁科学警察研究所）
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日本学術会議の報告

柳川 堯（日本学術会議第4部会員、

久留米大学バイオ統計センター）

日本学術会議は、2004年9月から、主要な動き等
を会員に知らせるため会員宛メールでニュースの配
信を開始しました。その後、メールの配信を研究連
絡委員会委員やリンクを設定した学協会宛に広げて
きました。ご覧になっていない方は直接、日本学術
会議ホームページ（http://www.scj.go.jp）を開いてく
ださい。学術団体主催研究集会・共同主催国際会議
の案内、日本学術会議の改革、日本の科学技術政策
の要諦なども掲載されています。
4月19日（火）から21日（木）まで、春の総会

が開かれました。日本学術会議は4月1日に総務省
から内閣府に移管された最初の総会であったことか
ら、4月19日（火）には、棚橋泰文科学技術政策担
当大臣が、翌20日（水）には、細田博之内閣官房長
官がお見えになり、ご挨拶がありました。総会では、
「大都市における地震災害時の安全の確保について
（勧告）」が提案、採決され、首相官邸において、黒
川清会長から小泉純一郎内閣総理大臣に対し、勧告
が手交されました。勧告の要点は以下のようです。
勧告の実施においては、データをとり根拠に基づく
対策を立てるということが不可欠であり、まさに統
計科学の活躍が期待されるところです。

1. 地震防災上の最重要課題として、既存不適格
構造物の耐震性強化（耐震補強）及び危険な
密集市街地の防災対策の推進のため、必要な
法改正をはじめ抜本的な対策を立て早急に実
行に移すべきである。

2. 大規模化・複合化する都市地下空間について、
地震をはじめとする災害に対する統合的防災
基準及び危機管理体制を確立することが必要
である。

3. 大都市の広域災害時における安全確保対策と
して、病院船の建造や感染症対策等の救急医
療体制、また、情報・通信インフラ、大深度
ライフラインによる重要業務集積地域への支
援体制、及び広域災害時の防犯対策などを早
急に整備する必要がある。

7月に英国でG8サミットが開催されます。ブレ
ア首相は「気候変動」と「アフリカ」の二つをテー
マとして選んでいます。これに先駆けて、G8サミッ
トでは初めてのことですが、G8アカデミーの宣言

が出される予定です。政治家の会議の前に学術的エ
ビデンスに基づく宣言をだしておくというのが趣旨
です。21世紀の世界の政治は「人口問題」、「環境問
題」、「南北格差問題」が底流となって展開すると予
想されていますが、これらの問題は政治家だけでは
手が及ばない科学の問題と深く関わっています。世
界主要国の科学アカデミーが協力して、政治家が行
う会議の前に科学者の会議を行うことの重要性を黒
川清会長は繰り返し主張されています。日本の科学
者コミュニティの叡智を結集してそれに貢献するこ
とが、今後の日本学術会議の一つの大きな在り方で
あると思われますが、これらの問題は、いずれも不
確実性に支配されています。不確実性といえば統計
科学です。統計科学の出番が大きく期待されるとこ
ろです。

以上

日本学会事務センター

破産に関する報告
2005.7.31

理事長 杉山明子

学会の事務処理を委託していた（財）日本学会事
務センターの平成16年8月17日の破産に関して、(1)
東京地方裁判所での第4回債権者会議（平成17年6
月15日）で破産事件終了の通告、(2)文部科学省より
学術刊行物補助、(3)学会事務センター理事との和解、
(4)新しい学会事務委託先の決定など、それぞれほぼ
決着がついたので、ここに報告する。

(1)東京地方裁判所から破産事件終了の通告
破産管財人（竹村葉子）による財産整理が行わ

れ、東京地方裁判所での4回にわたる債権者会議に
おいて経過説明を受けた。2005年6月15日に最後に
開催された債権者会議、第4回債権者会議において
示された学会事務センターの財産目録および収支計
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算書によると、2005年6月14日現在の負債は、届出
債権額で22.20億円（うち学会関係は12.52億円）に
対し、資産として残った財団組入額は5.86億円に過
ぎなかった。ここから破産管財経費を差し引き、つ
いで公租公課、優先債権の返済までで無くなり、学
会関係を含む一般債権への返済分は残らないこと
が、はっきりと示された。

(2)文部科学省より学術刊行物補助
破産によって学会活動が停滞するのを避けるた

め、2004年度後期に緊急の学術刊行物補助の募集が
あり、日本行動計量学会和文誌「行動計量学」への
出版助成が認められた。この助成により、例年どお
りに定期刊行物が発行でき、当学会の経済的損失は
補填された。

(3)日本学会事務センターの理事との和解
日本学会事務センターの理事数名から、被害学

会への和解金提出の申し出があり、その額は総計
5,650万円であった。被害を受けた学会の中に「和解
交渉委員会」を設け、交渉にあたった結果、学会事
務センターを利用していた約300学会のうち約250
学会が和解に応じた。和解金として、各学会に債権
額の5.9%を配分することとなった。ただし、破産直
前に学会事務センターから送金を受けた学会はその
半分の2.95%を配分することとなった。

(4) 学会事務委託先の決定
業務委託先を選定するにあたり、学会内に特別

委員会を設置し、候補数社を比較検討した。その結
果、（株）国際文献印刷社を選定し、2005年4月1日
に学会委託契約書を取り交わした。委託内容はこれ
までの学会事務センター同様、主として会員業務と
発送業務である。

第85回行動計量シンポジウム

社会調査と社会調査士

担当：行動計量学・岡山地域部会

共催：岡山理科大学地域分析研究会

岡山統計研究会

「社会調査士」を話題として、第85回行動計量シ
ンポジウムを岡山で開催することになりました。
a)「社会調査士資格」の設立側の代表者、b)「社会

調査」を実際に仕事としている実務者、c)「社会調査
士」を育てるべき大学の教育者の三者それぞれの立
場から、設立のねらいや現場からの要求、教育での
問題点などを出し合い、社会調査士をどのように育
てていくかを議論したいと思い、本シンポジウムを
企画しました。
まだ新しい「社会調査士」資格ですが、認定科目

設置大学も一挙に増え、教育が軌道に乗りつつあり
ます。一方では、世間での認知度や現場で必要とさ
れる技能との関連など、まだまだ手探りの部分もあ
り、上記a)～ c)の三者の連携も必要かと思います。
関心のあるみなさんとともに、社会調査士に関

するあらゆる話題に触れていきたいと思います。岡
山の地での開催ですが、たくさんの方の参加をお待
ちしています。

◆テーマ
社会調査と社会調査士

◆日　時
2005年 10月 8日（土）13:00～ 17:30

◆場　所
岡山理科大学
40周年記念館（第25号館）8階理大ホール
〒700-0005 岡山市理大町1-1
http://www.ous.ac.jp/

◆コーディネータ
垂水 共之（岡山大学・環境理工学部）
田中 潔（岡山商科大学・商学部）
森 裕一（岡山理科大学・総合情報学部）

◆ホームページ
http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/85/
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関連学会等カレンダー

※注意：本コーナーの情報は、幅広い専門分野にわ
たる会員の皆さまに、なるべく多くの催し物の存在
をお知らせするために編集担当側で収集・要約した
ものです。プログラムや参加方法については、必ず
各催事末尾に掲載の「照会先」にご確認下さい。

＜学協会大会等＞
☆ 第７回日本感性工学会大会
会　期：2005年 9月 8日（木）～10日（土）
会　場：青山学院大学青山キャンパス
（東京都渋谷区渋谷4-4-25）

照会先：日本感性工学会ホームページ
URL: http://www.jske.org/main_jp.html

☆ 日本心理学会第69回大会
会　期：2005年 9月 10日（土）～12日（月）
会　場：慶應義塾大学三田キャンパス
照会先： 大会ホームページ
http://db1.wdc-jp.com/jpa/ps2005/jp/
E-mail: jpa2005@bunken.co.jp 大会ヘルプデスク

☆ 2005年度統計関連学会連合大会
会　期：2005年 9月 12日（月）～15日（木）
会　場：広島プリンスホテル
〒734-8543 広島県広島市南区元宇品町23-1

主　催：日本統計学会・応用統計学会・日本計量生物
学会

協　賛：日本分類学会・日本行動計量学会・日本計算
機統計学会

プログラム：コンペティション講演，企画セッション，
特別講演，チュトリアル・セッション，市民講演
会，一般講演

企画セッションのテーマ：1.「科学的な推論の形式と
してのBayes統計」，2.「がん臨床試験における統
計学の新展開と応用」，3.「保険とファイナンスに
おける統計的リスク管理問題」，4.「政府統計制度
の再構築に向けて」，5.「アレイデータ解析周辺に
みる新しい統計的視点」，6.「統計関連学会の今後
を考える」，7.「幾何学的形態測定学における統計
学」

大会参加費（報告集代を含む）：
会員（主催，協賛の6学会の会員）：5000円
学生（会員・非会員を問わず）：2000円
それ以外の非会員：10000円

照会先：連合大会ホームページ
URL: http://www.jfssa.jp/taikai/

◆プログラム
13:00～ 13:05 開会あいさつ
13:05～ 15:05 基調講演
直井 優（認定機構事務局長，大阪大学・人間
科学部）

岡太 彬訓（科目認定委員会副委員長，立教大
学・社会学部）

鈴木 督久（株式会社日経リサーチ）
青木 恵（岡山情報文化研究所）

15:05～ 15:20 休 憩
15:20～ 17:20 パネルディスカッション
藤井 和佐（岡山大学・文学部）
田中 潔（岡山商科大学・商学部）
森 裕一（岡山理科大学・総合情報学部）
轡田 竜蔵（吉備国際大学・社会学部）
中山 ちなみ（ノートルダム清心女子大学・文
学部）

直井 優（認定機構事務局長，大阪大学・人間
科学部）

岡太 彬訓（科目認定委員会副委員長，立教大
学・社会学部）

鈴木 督久（株式会社日経リサーチ）
青木 恵（岡山情報文化研究所）
司会 垂水 共之（岡山大学・環境理工学部）

17:20～ 17:30 まとめと閉会のあいさつ
18:00～ 20:00 懇親会

◆参加にあたって
参加費は無料です。なお、参加を希望される

方は、お手数でも、事前にご連絡ください。連絡
がなくても参加は可能ですが、資料や会場準備
の都合上、人数を把握したく思います。ご協力を
お願いします。連絡は、シンポジウムの参加の有
無、懇親会の参加の有無、氏名、所属、連絡先を
明記の上、下記の森までメールしてください。

◆問合せ先
森 裕一 <mori@soci.ous.ac.jp>
岡山理科大学 総合情報学部 社会情報学科
〒700-0005 岡山市理大町1-1
電話 & Fax: 086-256-9652

（本シンポジウムは、行動計量学・岡山地域部会第16
回研究会、第4回岡山理科大学地域分析研究会、第
114回岡山統計研究会も兼ねています。）
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☆ 2005年度世論調査協会研究大会
会　期：2005年 11月 11日（金）
会　場：中央大学駿河台記念館（東京・神田駿河台）
照会先：〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿1-13-6
恵比寿 ISビル（社）新情報センター内
財団法人 日本世論調査協会
Tel: 03-3473-5301, Fax: 03-3473-5353
E-mail: japor@sjc.or.jp
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/japor/

☆ 日本パーソナリティ心理学会第14回大会
会　期：2005年 11月 12日（土），13日（日）
会　場：岩手大学人文社会科学部
〒020-8550 岩手県盛岡市上田3-18-34

大会委員長：堀毛一也
照会先：日本パーソナリティー心理学会
第14回大会準備委員会
〒020-8550 岩手県盛岡市上田3-18-34
岩手大学人文社会科学部 堀毛研究室内
Tel & Fax: 019-621-6842
E-mail: jspp14iwate@jinsha.iwate-u.ac.jp
URL: http://jinsha.iwate-u.ac.jp/̃jspp14iwate/

☆ 第70回日本民族衛生学会総会
会　期：2005年 11月 17日（木），18日（金）
会　長：稲葉裕（順天堂大学医学部教授）
会　場：自由学園明日館（東京都豊島区西池袋2-31-3）
照会先：順天堂大学医学部衛生学教室（黒沢美智子）
〒113-8421 東京都文京区本郷2-1-1
Tel: 03-5802-1047, Fax: 03-3812-1026
E-mail: mic@med.juntendo.ac.jp

☆ 日本看護技術学会第4回学術集会
会　期：2005年 11月 19日（土），20日（日）
会　長：川口孝泰
（筑波大学大学院人間総合科学研究科教授）

会　場：つくば国際会議場
〒305-0032 茨城県つくば市竹園2-20-3
Tel: 029-861-0001, Fax: 029-861-1209

照会先：日本看護技術学会第4回学術集会事務局
Tel: 03-5805-5262, Fax: 03-3815-2028
E-mail: jsnas4@coac.co.jp（事務局専用）
http://www.jsnas4.org/

＜シンポジウム・研究集会・講演会等＞
☆ 2005年度統計関連学会連合大会市民講演会
日　時：2005年 9月 12日（月）17:00～ 19:00
会　場：広島プリンスホテル2F（部屋名：瀬戸内）
テーマ：「原爆被爆者における放射線被爆線量と健康・
寿命の関係．統計的解析方法と結果」

講演者：Dr. John Cologne（放射線影響研究所，統計部
副部長）（講演は日本語で行われます。）

参加費：無料
照会先：連合大会ホームページ
URL: http://www.jfssa.jp/taikai/

☆ 第40回数理社会学会大会
会　期：2005年 9月 14日（水），15日（木）
会　場：同志社大学今出川キャンパス
照会先：学会ホームページ
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams/index.html
大会委員長 尾嶋史章
〒602-8580 京都市上京区今出川通新町上ル
Tel: 075-251-3445
Fax: 075-251-3066（社会学部研究事務室）
E-mail: fojima@mail.doshisha.ac.jp

☆ 日本教育心理学会第47回総会
会　期：2005年 9月 17（土）～19日（月）
会　場：北海道浅井学園大学（北海道江別市）
照会先：日本教育心理学会第47回総会準備委員会
〒069-8511 北海道江別市文京台23番地
北海道浅井学園大学内
Tel: 011-387-3904, Fax: 011-387-3792（共同研究室）
E-mail: kyoshin47@asaigakuen.ac.jp
http://www.asaigakuen.ac.jp/kyoshin47/index.html

☆ 2005年日本社会心理学会大会（第46回大会）
会　期：2005年 9月 24日（土），25日（日）
会　場：関西学院大学B号館およびE号館（西宮市）
照会先：日本社会心理学会第46回大会準備委員会
〒662-8501 西宮市上ヶ原一番町1-155
関西学院大学社会学部内
Fax: 0798-54-6408, E-mail: jssp2005@kwansei.ac.jp
http://syass.kwansei.ac.jp/jssp2005/

☆ 日本計算機統計学会第19回シンポジウム
会　期：2005年 10月 20日（木），21日（金）
会　場：鹿児島市生涯学習プラザ・鹿児島市男女共同
参画センター（愛称：サンエールかごしま）

プログラム：特別セッション I「医薬品開発における
データマネジメントの将来」他

照会先：〒891-1394 鹿児島市宮之浦町2438
株式会社新日本科学 生物統計室内
日本計算機統計学会
第19回シンポジウム実行委員会事務局

シンポジウム実行副委員長 古賀正
Tel: 099-293-7407, Fax: 099-293-7408
E-mail: sympo19@jscs.or.jp
URL: http://www.jscs.or.jp/taikai/sympo19/index.html

　　

☆ 第78回日本社会学会大会
会　期：2005年 10月 22日（土），23日（日）
会　場：法政大学（多摩キャンパス）
照会先：日本社会学会事務局
〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1
東京大学文学部社会学研究室内
Tel: 03-5841-8933, Fax: 03-5841-8932
E-mail: jss@wwwsoc.nii.ac.jp
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jss/research/index.html
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ターン情報処理、言語処理、バイオインフォマティ
クス、データマイニング、ロボティクス、等）な
どの分野の緊密な交流を図るとともに、学習研究
の新しい方向性を模索するものです。
第8回となる今年の IBIS2005ではこれまで同

様、幅広い分野からの一般発表論文を募集いたし
ます（8/12で締め切り）。また、本年度はオーガナ
イズドセッションとして、「変分ベイズ法」(オーガ
ナイザ：上田修功（NTT））、「構造化データの機械
学習」（オーガナイザ：津田宏治（産総研））、「音
声・言語データコーパスとそれを用いた統計科学
的手法による研究」（オーガナイザ：松井知子（統
数研），松本裕治（NAIST）），「動的最適化問題と
しての ITS（仮題）」（オーガナイザ：竹内純一
（NEC），本村陽一（産総研））等を企画し、学習の
基礎理論から応用まで幅広い話題について、それ
ぞれ数名の招待講演者にご講演いただく予定です。

照会先：URL: http://ibis2005.bayesnet.org/
E-mail: support@ibis2005.bayesnet.org

☆ 国際研究集会「潜在構造モデリングと時空間デー

タ解析」（英訳 Latent Structural Modelling and

Analysis for Spatio-Temporal Data）
日　時：2005 年 12月 1日（木）～3日（土）
会　場：京都大学芝蘭会館（1・2日)，京大会館（3日）
※科学研究費基盤研究（A）「時空間統計解析の理論と
応用」（課題番号：15200021）（研究期間：平成15
年度～平成18年度 代表者：矢島美寛（東京大学））
および「潜在変数モデルを用いた構造の統計的分
析」（課題番号：15200022）（研究期間：平成15年
度～平成18年度 代表者：和合肇（名古屋大学））共
同開催および日本統計学会後援による国際研究集
会。時空間データ解析の研究者として世界的に著
名なAlan E. Gelfand教授（Duke Univ.）を初めとし
て、何人かの海外研究者に講演依頼予定。

組織委員会：矢島美寛（東京大学），和合肇（名古屋大
学），福重元嗣（大阪大学），大森裕浩（東京大学），
吉田あつし（筑波大学），福地純一郎（学習院大学），
紙屋英彦（岡山大学）

講演申込先及び照会先：東京大学大学院経済学研究科
矢島美寛 E-mail: yajima@e.u-tokyo.ac.jp
講演申し込みは9月10日(土)締め切り

☆ 第4回バイオ統計学フォーラム
日　時：2005年 10月 1日（土）9:30～ 18:00
会　場：九州大学100年講堂中会議室1
（九州大学医学系キャンパス内）
福岡市東区馬出3-1-1
http://www.med.kyushu-u.ac.jp/100ko-do/

主　催：久留米大学バイオ統計センター
主な講演者：Gary G. Koch（University of North
Carolina），松浦正明（癌研究会ゲノムセンター），
大森崇（京都大学），笠置文善（放射線影響研究所
疫学部）

参加費：午前の部は無料，午後の部および交流会はそ
れぞれ5,000円（ただし学生の方ならびに久留米大
学バイオ統計センター受験希望者は無料）

照会先：久留米大学バイオ統計センター バイオ統計
フォーラム事務局 服部聡
Tel: 0942-31-7835, Fax: 0942-31-7865
E-mail: hattori_satoshi@med.kurume-u.ac.jp
URL: http://www.med.kurume-u.ac.jp/med/gmed/bio/

☆ 国際シンポジウム「教育の成果とその主要な規定

要因－実証に基づく教育政策－」
日　時：2005年 11月 6日（日）10:00～ 16:30
会　場：学術総合センタービル一橋記念講堂
（東京都千代田区一ツ橋2-1-2）

主　催：兵庫教育大学教育・社会調査研究センター
シンポジスト：チャールズ・ビッドウエル（シカゴ大
学社会学部名誉教授），マウリーン・ハリナン（ノー
トルダム大学社会学部教授），梶田叡一（兵庫教育
大学学長），竹内洋（関西大学文学部教授・兵庫教
育大学教育・社会調査研究センター客員教授），ア
レックス・インケルス（スタンフォード大学教育
学部・社会学部名誉教授）ほか

照会先：兵庫教育大学教育・社会調査研究センター
〒673-1494 兵庫県加東郡社町下久米942-1
芸術棟1階

Tel & Fax: 0795-44-2460
E-mail: essrc@soc.hyogo-u.ac.jp

☆ 第8回情報論的学習理論ワークショップ

（IBIS2005）

（日本行動計量学会協賛行事）
日　時：2005年 11月 9日（水）～11日（金）
会　場：早稲田大学理工学部55号館大会議室
http://www.sci.waseda.ac.jp/campus-map/

主　催：電子情報通信学会
情報論的学習理論時限研究専門委員会

開催趣旨：現在、広い意味での機械学習に関する理論
体系が、情報理論、統計科学、統計物理学、計算
機科学等の分野においてそれぞれの背景を反映さ
せた形で形成され、またその応用が様々な形で実
現されています。本ワークショップは情報論的学
習理論時限研究専門委員会が主催するもので、各
方面で発展を遂げている学習研究を総合的な視点
から捉える場を設け、情報理論、統計科学、統計
物理学、計算機科学、機械学習、データマイニン
グ、ニューラルネットワーク、機械学習応用（パ
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K. Rによるリスク発現確率分析の基礎[統計数理概論]，
2006年1月30日（月）～31日（火）10:00～16:00，
12月 23日（金），5,000円

M. 計数データに対する非ポアソン回帰モデル[統計数
理要論]，2006年2月17日（金）10:00～17:00，1
月 13日（金），3,000円

N. Packing and random packing [統計数理特論]，2006年
2月 27日（月）～28日（火）10:00～ 16:00，1月
27日（金），5,000円

P. 時系列解析入門[統計数理概論]，2006年3月9日（木）
～10日（金）10:00～16:00，2月3日（金），5,000
円

受講申し込み方法：往復葉書により申し込み。返信葉
書による受講証の送付を待って受付を確認の後、
各受講料納入期日までに受講証で指定した銀行口
座に振り込み。詳細は、下記照会先ホームページ
等で確認のこと。

照会先：〒106-8569 東京都港区南麻布4-6-7
大学共同利用機関法人情報・システム研究機構
統計数理研究所公開講座係
Tel: 03-3446-1501（代）, Fax: 03-5421-8720
E-mail: edu-info@ssiws.ism.ac.jp
URL: http://www.ism.ac.jp/lectures/kouza.html

＜チュートリアル・セミナー等＞
☆ 2005年度統計関連学会連合大会チュトリアル・

セッション
日　時：2005年 9月 12日（月）13：30～ 16：30
会　場：広島プリンスホテル
主　催：日本統計学会・応用統計学会・日本計量生物
学会

プログラム：下記の2セッションを並行開催。
1.「Rによる経済・経営データの分析」
オーガナイザ：西郷浩（早稲田大学）
講演者：山本義郎（東海大学），安川武彦（金
融工学研究所）

2.「疫学研究のデザイン入門」
オーガナイザ：上坂浩之（日本イーライリ
リー）

講演者：藤田利治（国立保健医療科学院）
照会先：連合大会ホームページ
URL: http://www.jfssa.jp/taikai/

☆ 平成17年度統計数理研究所公開講座[全13講座]
日　時：2005年 9月～2006年 3月
会　場：いずれも統計数理研究所講堂
講座名と日程他：下記の13講座
※一部講座は申込期日を過ぎています。
※下記の表示は、順に講座名[講座種類]、開講期
間、受講申し込み締め切り日、受講料、を表し
ます。

※[ ]内は講座の性質を表すレベル表示で、統計数
理概論・要論・特論の3種類があります。

A. 統計学概論[統計数理概論]，2005年9月7日（水）～
9日（金）10:00～16:00，申し込みは締め切りまし
た。，7,500円

B. 情報数理のジャンクション―コーダルグラフとその
周辺―[統計数理特論]，2005年9月29日（木）～
30日（金）10:00～ 16:00，申し込みは締め切りま
した。，5,000円

C. 数量化によるデータ解析[統計数理要論]，2005年10
月20日（木）～21日（金）10:00～16:00，9月16
日（金），5,000円

D. 金融データの非線形時系列モデリング入門[統計数
理概論]，2005年10月27日（木）～28日（金）10:
00～ 16:00，9月 23日（金），5,000円

E. データ解析環境R入門[統計数理概論]，2005年11月
28日（月）～29日（火）10:00～ 16:00，10月 28
日（金），5,000円

F. 情報通信に関わるデータ処理とLSI設計の基礎と最
近の動向[統計数理特論]，2005年11月30日（水）
～12月1日（木）10:00～16:00，10月28日（金），
5,000円

G. サンプリング入門と調査データの分析法[統計数理
概論]，2005年 12月 13日（火）～16日（金）10:
00～ 16:00，11月 11日（金），10,000円

H. Rによる生存時間、信頼性分析基礎[統計数理概論]，
2005年12月20日（火）～21日（水）10:00～16:
00，11月 18日（金），5,000円

J. 分子系統樹推定の理論と実践[統計数理要論]，2006
年1月19日（木）～20日（金）10:00～16:00，12
月 9日（金），5,000円

公募・求人情報

本コーナーでは計量的手法や社会調査、統計学
と関係が深いと思われる公募を中心に、公募情報を
抜粋して紹介します。以下の公募は、応募期限の早
い順に並んでいます。公募情報の詳細については、
公募元にご確認下さい。
なお、研究者の公募情報は、例えば独立行政法人

科学技術振興機構の「研究者人材データベース
（JREC-IN）」で参照することができます。URLは下
記の通りです。ご活用をお勧めします。

http://jrecin.jst.go.jp/
以下には上記JREC-INに含まれていない公募情

報も掲載されている場合があります。原則として、
本学会に直接広報依頼のあった公募については詳細
に情報を記載します。

☆ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構
1. 職務内容：医薬品、医療機器等の承認審査に関する
業務のうち、生物統計学の専門知識を必要とする
もの

2. 募集人員：正職員または嘱託職員5名程度
3. 応募資格：(1) 生物統計学（臨床統計学、医薬統計学、
医療統計学等）の分野を専攻した修士課程以上の
大学院修了（見込みを含む）者 (2) 生物統計学（臨
床統計学、医薬統計学、医療統計学等）の分野を
専攻した修士課程以上の大学院修了者であって、
臨床試験等の生物統計業務に従事した経験及び知
識を有する方
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☆ 東京工業大学大学院情報理工学研究科
1. 募集人員：助教授1名
2. 所属：情報環境学専攻情報空間設計学講座
情報空間意匠論分野

3. 専門分野：計量経済学・社会調査・労働経済学
4. 講義担当：大学院 社会調査論，応用計量経済学など
学部（社会工学科）統計学，計量経済学などの計
量分析に関する講義

5. 着任時期：2006年 4月 1日
6. 公募締切：2005年 9月 9日（金）必着
7. 照会先：東京工業大学大学院情報理工学研究科
情報環境学専攻 樋口洋一郎
E-mail: yhiguchi@soc.titech.ac.jp

他、詳細は下記を参照のこと
http://www.mei.titech.ac.jp/index_files/kensetsu/koubo-
20050909.txt

☆ 文教大学教育学部
1. 募集人員：教授または助教授1名
2. 所属：教育学部教職課程
3. 担当科目：教育評価，教育統計，人格心理学など
4. 着任時期：2006年 4月 1日
5. 公募締切：2005年 9月 10日
6. 照会先：文教大学越谷校舎庶務課
〒343-8511 埼玉県越谷市南荻島3337
Tel: 048-974-8811, Fax: 048-974-9439
E-mail: kshomu@www.bunkyo.ac.jp
URL: http://www.bunkyo.ac.jp/stf/kshomu/

☆ 日本福祉大学経済学部
1. 募集人員：教授，助教授または講師1名
2. 所属：経済学部経済学科
3. 採用科目：統計学（および経済統計）
4. 着任時期：2006年 4月 1日
5. 公募締切：2005年 9月 15日必着
6. 照会先：〒470-3295 愛知県知多郡美浜町奥田
日本福祉大学学事課経済学部事務長 江本健康
E-mail: emoto@n-fukushi.ac.jp
Tel: 0569-87-2322, Fax: 0569-87-2273

☆ 立正大学文学部
1. 募集人員：助教授または講師1名
2. 専門領域：都市社会学または環境社会学
3. 担当予定科目：都市社会学または環境社会学，社会
学演習，社会調査実習，および社会学の入門的科
目を担当できる方

4. 着任時期：2006年 4月 1日
5. 公募締切：2005年 9月 15日消印有効
6. 照会先：立正大学文学部事務室
Tel: 03-3492-8791, E-mail: let@ris.ac.jp
立正大学文学部社会学科（主任）
Tel: 03-5487-3306, E-mail: tajima@ris.ac.jp
URL: http://bungaku.ris.ac.jp/cgi-bin/recruit.cgi

4. 採用時期：平成17年10月1日以降平成18年4月1
日までの時期（相談により決定）

5. 勤務地：東京都千代田区霞が関3-3-2新霞が関ビル
6. 勤務時間：9時00分から17時45分、又は9時30分
から18時 15分

7. 応募書類：（書類の様式は、独立行政法人医薬品医
療機器総合機構ホームページ h t t p : / /
www.pmda.go.jp/topics/gsyokuinkoubo.htmlからダウ
ンロードできます。） (1) 採用試験受験申込書兼履歴
書 (2) 自己紹介書 (3) 研究業績、研究のテーマ・内
容、業務履歴、その他機構業務に役に立つと思わ
れる自己の知識・経験等を記入ください。（また、
研究業績がある場合には、主な論文、学会発表抄
録コピーなどを添付ください。） (4) 大学卒業証明書
及び成績証明書 (5) 大学院修士課程を修了された方
にあっては、修士課程修了証明書及び成績証明書
(6) 博士学位を取得された方にあっては、博士課程
修了証明書又は博士学位取得証明書 (7) 返信用封筒
（サイズは長3で切手（430円）を貼付の上、返信
先の住所を表面に記載してください。） （注１）：返
信用封筒以外の提出書類は返却いたしません。 （注
２）：応募の際には、上記の各証明書を必ず添付く
ださい。これらの書類が添えられていない場合に
は、第1次審査（書類審査）ができません。

8. 応募方法：応募書類を下記に郵送（簡易書留）して
ください。（直接持参も可です。）
（提出先）〒100-0013 東京都千代田区霞が関3-3-2

新霞が関ビル10階 独立行政法人医薬品医療機
器総合機構総務部人事課

9. 応募期限：随時受け付けます。
10. 選考方法：第1次審査（書類審査）、第2次審査（小
論文及び面接試験）及び第3次審査（最終面接試験）
により、選考します。（第1次審査の結果は、応募
締切後3週間ほどでお知らせします。）

11. その他のご留意いただきたい事項: (1) 国家公務員
に準じた職務制限及び離職後従事制限があります。
(2) 業務の性格上、所要の守秘義務があります。

12. 応募に関するお問い合わせ先：
独立行政法人医薬品医療機器総合機構
総務部人事課人事係

〒100-0013 東京都千代田区霞が関3-3-2
新霞が関ビル10階

Tel: 03-3506-9427, E-mail: saiyo@pmda.go.jp
（ホームページアドレスhttp://www.pmda.go.jp/）
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会員の著書等

☆ 石井秀宗『統計分析のここが知りたい―保健・看
護・心理・教育系研究のまとめ方』文光堂，2005
年．

☆ 豊田秀樹『項目反応理論[理論編]―テストの数理』
朝倉書店，2005年．

☆ トマス・Ｄ．ウィッケンズ（著）岡本安晴（訳）
『信号検出理論の基礎』協同出版，2005年．

☆ 広島国際学院大学現代社会学部
1. 募集人員：教授，助教授または講師1名
2. 研究分野：国際社会学
3. 担当予定科目：「社会学（共通基礎科目）」「国際社
会学」「社会学演習」「社会調査実習」※大学院博
士前期課程・同後期課程で「地域国際化論」ある
いは「国際社会論」（名称未定）の授業を担当でき
ることが望ましい。

4. 着任時期：2006年 4月 1日
5. 公募締切：2005年 9月 20日必着
6. 照会先：〒739-0302 広島市安芸区上瀬野町517-1
広島国際学院大学現代社会学部助教授 伊藤泰郎
E-mail: tairo@hkg.ac.jp
Tel: 082-820-3782, Fax: 082-820-3724

☆ 静岡英和学院大学人間社会学部
1. 募集人員：助教授，または専任講師1名
2. 所属：人間社会学部人間社会学科
3. 担当科目：「学習心理学」、「心理学研究法」、「心理
統計法II（記述統計を含む観察・調査データの分析
手法）」、「人間行動論」、「基礎演習」、「専門演習」、
「卒業研究」など。上記科目以外に、研究業績内容
に相応しい学科専門科目（心理学特殊講義や実験
演習など）を担当していただくこともあります。

4. 着任時期：2006年 4月 1日
5. 公募締切：2005年 9月 30日必着
6. 照会先：〒422-8545 静岡県静岡市駿河区池田1769
静岡英和学院大学総務課
Tel: 054-261-9201, Fax: 054-263-4763

☆ 北星学園大学文学部
1. 募集人員：助教授，または講師1名
2. 所属：文学部心理・応用コミュニケーション学科
3. 担当科目：心理統計法（主に実験データの分析手
法）､応用統計法（主に観察･調査データの分析手
法）､情報技術演習､心理学実験､心理学､専門演習な
ど。なお、心理学関連科目以外に実習、インター
ンシップ、海外短期研修などの科目を担当する可
能性もある。

4. 着任時期：2006年 4月 1日
5. 公募締切：2005年 9月 30日
6. 照会先：〒004-8631 札幌市厚別区大谷地西2-3-1
教育･研究支援課 吉田美智子
Tel: 011-891-2731, Fax: 011-894-3690
E-mail: gakumu@hokusei.ac.jp

☆ 広島大学大学院理学研究科
1. 所属講座：数学専攻確率統計講座
2. 職名・人員：助教授または講師1名
熱意をもって研究・教育にあたり、数学教室の発
展に貢献して頂ける方を求めています。

3. 専門分野：数理統計学およびその関連分野
4. 応募締切日：2005年 10月 15日（土）
5. 着任予定時期：2005年12月1日以降できるだけ早い
時期

6. 照会先：〒739-8526 東広島市鏡山1-3-1
広島大学大学院理学研究科数学専攻
Fax: 082-424-0710（数学事務室）
専攻長 松本堯生 Tel: 082-424-7337（研究室）
E-mail: matumoto@math.sci.hiroshima-u.ac.jp

他、詳細は下記を参照のこと。
http://www.math.sci.hiroshima-u.ac.jp/koubo/

☆ 都留文科大学文学部
1. 所属：文学部社会学科
2. 職名・人員：教授，助教授あるいは講師1名
3. 専門分野：環境社会学
4. 担当予定科目：環境社会学，社会学概論，フィール
ドワーク，演習，社会調査関連科目など

5. 応募締切日：2005年 10月 20日
6. 着任時期：2006年 4月 1日
7. 照会先：〒402-8555 山梨県都留市田原3-8-1
都留文科大学総務課庶務担当（内線205）
Tel: 0554-43-4341

☆ 神奈川工科大学基礎・教養教育センター
1. 募集人員：助教授1名
2. 所属：基礎・教養教育センター（数学系列）
3. 専門分野：数学または数学を応用する分野
4. 担当予定授業科目：微分積分学I，II，微分方程式，
確率統計，統計学，ベクトル解析，フーリエ解析

5. 着任時期：2006年 4月 1日
6. 公募締切：2005年 11月 5日（土）必着
7. 照会先：基礎・教養教育センター数学系列代表 教授
米田二良 Tel: 046-291-3112, Fax: 046-241-4262
E-mail: komeda@gen.kanagawa-it.ac.jp



日本行動計量学会会報 第106号 2005年9月1日

－10－

編集後記
今号が発行されるころには、長岡の大会も無事

に終了していることと思います。皆様にとりまし
て、有意義な大会となりますことを、願っておりま
す。
今号を作成するにあたり、会員の方々から、いろ

いろな情報をいただきました。会員の方が出版され
た著書や、関連学会の大会、シンポジウムの案内な
ど、会報に掲載すべき記事がございましたら、ぜひ
とも情報をお寄せください。（もちろん、ご本人の関
係される大会や著書でもかまいません。）

会報原稿送付先
皆様からの情報をお待ちしております。

〒274-8510 千葉県船橋市三山2-2-1
東邦大学理学部情報科学科
菊地賢一 kikuchi@is.sci.toho-u.ac.jp
TEL & FAX: 047-472-1182

題字：林知己夫
会報作成担当：菊地賢一・前田忠彦・西山悦子

日本行動計量学会会員数
（2005年8月3日現在）
正会員 1028名
準会員 96名
名誉会員 6名
賛助会員 18社

学会誌論文投稿先
学会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。

和文誌「行動計量学」
和文誌編集委員会では、審査プロセスの迅速

化、省力化のため、今後、以下の方針で作業を進
めたいと思っていますので、ご協力ください。
例えば、投稿論文の審査プロセスの迅速化を念

頭におき、投稿者は編集委員会へ論文のハードコ
ピーを4部提出することになっていたが、ハード
コピー（少なくとも1セット）を郵送するととも
にPCファイル（できればword形式）を電子メイ
ルに添えつけ提出することに御協力願います。審
査過程も、メイルの活用で迅速化したいと思って
います。
投稿論文の内容の審査に関しては、重要な点に

関して明白な数学的誤謬があったり、多重投稿や
アイデアの優先権や著作権に問題がない限り、多
少粗削りでも、どこかに時代の先端を切り拓く研
究発展への萌芽を持っているものを歓迎したいと
思います。また、新たなデータ採集や方法論の報
告だけでなく、現状の広義の統計関連分野を批判
して、新しい時代へ導く木鐸を鳴らす檄文も歓迎
いたします。
論文送付先
〒106-8569 東京都港区南麻布4-6-7
文部科学省統計数理研究所内
「行動計量学」編集委員長 吉野諒三
e-mail: yoshino@ism.ac.jp

欧文誌「Behaviormetrika」
〒153-8902 東京都目黒区駒場3-8-1
東京大学大学院総合文化研究科生命環境科学系
欧文誌編集委員長
繁桝算男
kshige@bayes.c.u-tokyo.ac.jp

入会手続き
学会では新入会員を広く募っています。詳し

くは、下記までお問い合わせください。

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19
（株）国際文献印刷社内
日本行動計量学会係

電話：03-5389-6209
FAX：03-3368-2822
E-mail：bsj-post@bunken.co.jp
担当：貞明靖教（さだみょう・やすのり）

日本行動計量学会Webページ
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html


